
(57)【要約】

【課題】２つの異なるクランクを、固定ギヤーの係止を

用いることで、係合クランクを伸縮させ、快適な走行を

可能とする自転車の屈伸クランク機構を目的とする。

【解決手段】フレーム（１）に固着する固定ギヤー（２

）と回動ギヤー（６）とを噛合するチェーン（７）は、

主軸（３）を中心にクランク（４）を時計回り方向に回

動させると、固定ギヤー（２）の外周を転動するチェー

ン（７）と回動ギヤー（６）との噛合半径の外周にある

４個所の係止支点は、転動と回動をしながら、固定ギヤ

ー（２）の係止を屈伸クランクペタル（８）に伝えるこ

とのできる、独特の作動を持つことで、互いのクランク

を屈伸させ、主軸（３）からペタルまでの長さを伸縮で

きることで脚力の負担を大幅に軽減し、快適な走行を達

成するものである。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ レ ー ム （ １ ） の 主 軸 受 右 側 の み に 、 固 定 ギ ヤ ー 保 持 用 枠 体 （ ９ ） を 装 着 し た 外 側 面 に 、
固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） を 固 着 し 、 主 軸 （ ３ ） を 貫 通 さ せ た 両 軸 端 に ク ラ ン ク （ ４ ） を 軸 着 さ せ
、 ク ラ ン ク （ ４ ） の 先 端 部 の 支 軸 受 を 回 動 自 在 に 設 け 、 支 軸 （ ５ ） を 挿 入 し た 内 軸 側 に 同
径 の 回 動 ギ ヤ ー （ ６ ） を 軸 着 さ せ た ギ ヤ ー と を 、 チ ェ ー ン （ ７ ） で 噛 合 し 、 支 軸 （ ５ ） の
外 軸 端 に 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） を 軸 着 さ せ る こ と で 各 部 材 が 係 合 す る こ と に な り 、 搭
乗 者 が ペ タ ル を 踏 み 込 む 運 動 力 は 、 主 軸 （ ３ ） を 中 心 に ク ラ ン ク （ ４ ） と チ ェ ー ン （ ７ ）
と を 時 計 回 り に 回 動 さ せ る こ と で 、 チ ェ ー ン （ ７ ） は 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） の 係 止 を 受 け 、 ギ
ヤ ー の 外 周 を 支 点 に 単 独 転 動 に 入 る こ と で 、 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） と 係 止 関 係 あ る 、 回 動 ギ ヤ
ー （ ６ ） と 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） は 主 軸 （ ３ ） と 一 対 一 の 反 回 動 を 受 け る こ と に よ り
、 ク ラ ン ク （ ４ ） は 、 主 軸 （ ３ ） を 中 心 に 回 動 し な が ら 支 軸 （ ５ ） を 支 点 に 屈 伸 ク ラ ン ク
ペ タ ル （ ８ ） を 、 一 定 の 傾 斜 角 度 に 保 つ こ と で 、 互 い の ク ラ ン ク は 屈 伸 移 動 を す る こ と で
、 主 軸 （ ３ ） か ら ペ タ ル ま で の 長 さ を 伸 縮 さ せ る と 共 に 踏 み 込 み 側 の 範 囲 を 拡 大 し 、 戻 り
側 を 縮 小 さ せ る こ と に よ っ て 、 次 の 踏 み 込 み 体 制 に 早 く 戻 る こ と が 出 来 る 自 転 車 の 屈 伸 ク
ラ ン ク 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 分 野 】 本 発 明 は 自 転 車 に 異 な る ２ つ の ク ラ ン ク を 支 軸 で 接 合 さ せ 、 回 動 自
在 に 設 け た 、 主 軸 を 中 心 に 回 動 さ せ る こ と で 、 一 対 一 の 反 回 動 を す る こ と に 関 す る も の で
あ る 。 詳 し く は 、 係 合 ク ラ ン ク ペ タ ル を 踏 み 込 む 運 動 力 は 、 フ レ ー ム に 固 着 さ れ て い る ギ
ヤ ー と 支 軸 受 に 回 動 自 在 に 設 け あ る 同 径 ギ ヤ ー と を 、 チ ェ ー ン で 噛 合 さ せ る こ と に よ り 、
固 定 ギ ヤ ー と 係 止 関 係 に な る 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル の 傾 斜 角 度 は 一 定 に 保 た れ 、 互 い の ク ラ
ン ク は 、 主 軸 を 中 心 に 時 計 回 り に 回 動 す る と 共 に 、 ク ラ ン ク 先 端 部 、 支 軸 （ ５ ） を 支 点 に
す る 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル は 、 反 回 動 、 反 比 例 す る こ と に な り 、 主 軸 か ら ペ タ ル ま で の 長 さ
を 伸 縮 さ せ る こ と で 、 搭 乗 者 の 路 面 抵 抗 及 び 、 向 か い 風 に よ る 負 担 を 軽 減 で き る 屈 伸 ク ラ
ン ク 機 構 に 関 す る の も で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】 従 来 の 自 転 車 に お い て は 、 歩 行 に 比 べ て 早 い 速 度 で 楽 に 移 動 で き る 素 晴 ら し
い 乗 り 物 で あ る が 、 長 く 続 く 向 か い 風 の 歩 行 の 時 や 路 面 抵 抗 に お い て 、 搭 乗 者 の 脚 力 の 負
担 に な る 弱 点 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 解 決 し よ う と す る 課 題 】 本 発 明 は 上 述 し た 問 題 を 取 り 上 げ 、 自 転 車 の 踏 み 込 み 駆 動 効 率
の 向 上 を 図 る も の で あ っ て 、 基 本 的 な ペ タ ル の 踏 み 込 み 、 わ だ ち 内 に お い て 、 互 い の 異 な
る ク ラ ン ク は 、 支 軸 を 支 点 に 、 主 軸 （ ３ ） と 一 対 一 の 反 回 動 の 屈 伸 移 動 を す る こ と に よ り
、 主 軸 （ ３ ） か ら ペ タ ル の 長 さ を 伸 縮 す る こ と で 、 踏 み 込 み 側 の 範 囲 を 拡 大 し 、 戻 り 側 は
縮 小 す る こ と に よ っ て 左 右 の ペ タ ル を 早 く 次 の 踏 み 込 み 体 制 に 戻 れ る こ と に よ り 、 搭 乗 者
の 脚 力 の 負 担 を 大 幅 に 軽 減 し 、 快 適 な 走 行 を 達 成 で き る 自 転 車 の 屈 伸 ク ラ ン ク 機 構 に し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 が 解 決 す る 手 段 】 フ レ ー ム （ １ ） の 主 軸 受 に 、 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） を 固 着 し た も の と
、 主 軸 受 を 回 動 自 在 に 設 け 、 主 軸 （ ３ ） を 貫 通 さ せ た 両 端 部 に ク ラ ン ク （ ４ ） 軸 着 さ せ 、
先 端 部 に あ る 支 軸 受 を 回 動 自 在 に 設 け 、 支 軸 （ ５ ） を 貫 通 さ せ た 内 軸 側 に 同 径 の 回 動 ギ ヤ
ー （ ６ ） を 軸 着 し た ギ ヤ ー と を 、 チ ェ ー ン （ ７ ） で 噛 合 さ せ 、 支 軸 （ ５ ） の 外 軸 端 に 屈 伸
ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） を 軸 着 す る こ と で 、 主 軸 （ ３ ） と 支 軸 （ ５ ） 、 ペ タ ル 軸 と の ３ 支 点
と 、 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） の 外 周 を チ ェ ー ン （ ７ ） が 転 動 支 点 と す る 機 構 に よ っ て 、 固 定 ギ ヤ
ー （ ２ ） と 、 チ ェ ー ン （ ７ ） を 介 し て 、 回 動 ギ ヤ ー （ ６ ） と 係 合 す る 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル
（ ８ ） を 係 止 さ せ ク ラ ン ク （ ４ ） と 共 に 、 主 軸 （ ３ ） を 中 心 に 時 計 回 り の 方 向 に 回 動 し な
が ら 、 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） を 回 動 移 動 す る こ と で 、 搭 乗 者 の 踏 み 込 む 脚 力 に 屈 伸 作
動 の 抵 抗 を 全 く 与 え る こ と な く 、 主 軸 （ ３ ） か ら ペ タ ル ま で の 長 さ を 屈 伸 す る こ と の 出 来
る 、 以 上 の 特 徴 を も つ 、 回 動 と 係 止 移 動 機 構 に す る も の で あ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-155401 A 2004.6.3



【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 図 ２ 、 図 ３ に お い て 、 本 発 明 は 具 体 的 に 詳 し く 説 明 す る と 、
搭 乗 者 の 脚 力 を 得 た 係 合 ク ラ ン ク ペ タ ル は 、 主 軸 （ ３ ） を 中 心 に 時 計 回 り に 回 動 し な が ら
、 フ レ ー ム に 固 着 す る 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） と 係 上 関 係 に あ る 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） の 傾
斜 角 度 を 一 定 に 保 つ こ と が 出 来 る こ と で 、 互 い の ク ラ ン ク ア ー ム が 屈 伸 移 動 を す る こ と に
よ り 、 主 軸 （ ３ ） か ら ペ タ ル ま で の 長 さ を 伸 縮 で き る こ と を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】 従 っ て 、 前 述 し た 、 ク ラ ン ク （ ４ ） の 先 端 部 に あ る 支 軸 を （ Ａ ） 地 点 と す る
と 、 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） の ペ タ ル 軸 （ ａ ） 地 点 は 、 主 軸 （ ３ ） か ら ペ タ ル ま で の 長
さ を 、 （ Ａ ） 地 点 よ り 長 く 、 前 方 の 踏 み 込 み 位 置 を 得 ら れ る こ と で 、 ク ラ ン ク （ ４ ） の 前
倒 し 角 度 を 、 従 来 の 自 転 車 に 比 べ て 倒 す こ と な く 、 始 動 発 進 及 び 、 減 速 か ら 加 速 す る こ と
が 容 易 出 来 る こ と で 、 搭 乗 者 の 脚 力 負 担 を 大 幅 に 軽 減 で き る 屈 伸 機 構 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】 主 軸 （ ３ ） と 支 軸 （ ５ ） の 回 動 ギ ヤ ー （ ６ ） ペ タ ル 軸 が 一 直 線 に 並 ぶ と き が
、 係 合 ク ラ ン ク が 最 長 に な る 地 点 は 、 （ Ｂ ） 、 （ ｂ ） で 、 こ の 地 点 を 過 ぎ る と 支 軸 （ ５ ）
の 軸 点 よ り ペ タ ル 軸 は 高 く 、 長 い 位 置 を 回 動 移 動 す る こ と で 搭 乗 者 の 踏 み 込 む 運 動 力 を 出
来 る だ け 長 く こ ぎ 続 け る 事 が で き る よ う に 、 支 軸 （ ５ ） を 支 点 に チ ェ ー ン （ ７ ） を 介 し て
固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） の 係 止 を 噛 合 す る 係 合 ク ラ ン ク 機 構 に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 さ ら に 、 支 軸 （ ５ ） が （ Ｃ ） 地 点 、 ペ タ ル 軸 が （ ｃ ） 地 点 の 位 置 を 過 ぎ る と
、 次 第 に 主 軸 （ ３ ） に 近 づ き な が ら 、 上 昇 回 動 に 入 り 、 （ Ｄ ） 、 地 点 と （ ｄ ） 、 地 点 に 達
す る と 互 い の ク ラ ン ク は 重 合 す る こ と で ペ タ ル 位 置 は 最 短 と な り 戻 り ペ タ ル 側 の 範 囲 を 縮
小 す る と 共 に 、 こ の 地 点 を 過 ぎ た 左 右 の ペ タ ル は 、 踏 み 込 み 範 囲 に 早 く 戻 れ る こ と に よ り
、 次 の 踏 み 込 み 体 制 に 容 易 に 入 れ る 機 構 に な っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 搭 乗 者 の 踏 み 込 む 運 動 力 は 、 主 軸 （ ３ ） を 中 心 に 、 ク ラ ン ク （ ４ ） が 時 計 回
り 方 向 に 回 動 す る と 、 チ ェ ー ン （ ７ ） は 共 に 主 軸 受 に 固 定 す る ギ ヤ ー （ ２ ） の 外 周 を 転 動
す る こ と で 、 支 軸 （ ５ ） を 支 点 に 回 動 す る ギ ヤ ー （ ６ ） の み が 、 主 軸 （ ３ ） と 一 対 一 の 反
回 動 を し な が ら 移 動 す る こ と に よ り 、 異 な る ２ つ の ク ラ ン ク ア ー ム の 屈 伸 運 動 よ る 抵 抗 負
担 を 、 搭 乗 者 に 全 く 与 え る こ と の な い 屈 伸 機 構 に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） と 回 動 ギ ヤ ー （ ６ ） と を 噛 合 す る 係 合 部 材 と 素 材 に つ い て
は 、 搭 乗 者 の 踏 み 込 む 脚 力 に 耐 え 、 空 転 さ せ な い 素 材 と 構 造 で あ れ ば 、 図 １ に 図 示 し た も
の に 限 定 さ れ る も で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】 尚 、 ク ラ ン ク （ ４ ） の 形 状 、 素 材 に お い て は 、 搭 乗 者 が 踏 み 込 む 運 動 中 に 、
衣 類 の 巻 き 込 み や 、 雨 水 、 埃 の 侵 入 に 対 応 で き る も の で あ り 、 更 に 係 合 ク ラ ン ク ペ タ ル が
最 長 位 置 で の 踏 み 込 む 力 に 耐 え 切 れ る 構 造 と 素 材 で あ れ ば 、 図 １ に 図 示 し た も の に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） の 支 軸 受 と 支 軸 （ ５ ） 外 軸 端 に 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ
ル （ ８ ） の 傾 斜 角 度 を 調 節 で き る 嵌 脱 用 の 溝 を 掘 る こ と と 、 支 軸 （ ５ ） か ら ペ タ ル ま で の
ア ー ム の 長 さ を 搭 乗 者 の 要 望 に 合 意 で き る 様 々 な 長 さ の も の を 完 備 す る こ と で 、 快 適 な 走
行 を 達 成 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】 本 発 明 は フ レ ー ム （ １ ） の 主 軸 受 に 、 固 定 ギ ヤ ー （ ２ ） を 固 着 し た も の と
、 支 軸 着 の 回 動 ギ ヤ ー （ ６ ） と を チ ェ ー ン （ ７ ） で 噛 合 さ せ る こ と で 支 軸 （ ５ ） と 接 合 す
る 、 屈 伸 ク ラ ン ク （ ８ ） と ク ラ ン ク （ ４ ） は 屈 伸 運 動 は す る も の の 、 ペ タ ル を 踏 み 込 む 運
動 力 を 一 体 化 し て 伝 動 で き る こ と で 、 主 軸 か ら 遠 い 位 置 で の 踏 み 込 み を 可 能 に し 、 ペ タ ル
の 戻 り 側 を 縮 小 す る こ と で 、 従 来 の ペ タ ル わ だ ち 内 に お い て 、 左 右 の ク ラ ン ク が 互 い に 屈
伸 す る 抵 抗 を 搭 乗 者 に 、 全 く 与 え る こ と な く 、 脚 力 の 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と で 、 快 適
な 走 行 が 達 成 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 自 転 車 の 屈 伸 ク ラ ン ク 機 構 を 示 す 後 部 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 側 面 か ら 見 た 図 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 軸 の 軸 地 点 を （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） ま で と 、 ペ タ ル 軸 の 軸 地 点 を （ ａ ） か ら （ ｄ ）
ま で の 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル （ ８ ） の 係 止 移 動 状 態 を 併 せ て 、 概 略 側 面 図 に 図 示 し て い る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ａ ． ｂ ． ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ レ ー ム
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 固 定 ギ ヤ ー
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 主 軸
４ 　 ａ ． ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク ラ ン ク
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 軸
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回 動 ギ ヤ ー
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ェ ー ン
８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 屈 伸 ク ラ ン ク ペ タ ル
９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 固 定 ギ ヤ ー 保 持 用 枠 体
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ベ ヤ リ ン グ
１ １ 　 ａ ． ｂ ． ｃ ． ｄ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 係 止 支 点
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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